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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年9月10日(2015.9.10)

【公表番号】特表2014-521454(P2014-521454A)
【公表日】平成26年8月28日(2014.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2014-046
【出願番号】特願2014-523390(P2014-523390)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  25/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ  25/092    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   25/00     ３０６Ｄ
   Ａ６１Ｍ   25/00     ３０９Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月17日(2015.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　積層体に配置された複数のセグメントを備える連続体マニピュレータであって、前記セ
グメントが、前記積層体の長軸から離れてさまざまな方向に変形可能であり、それにより
、前記積層体がその前記長軸から離れる前記さまざまな方向のいずれの方向にも曲がるこ
とができ、前記セグメントのうちの少なくとも１つがらせん状部分を備え、前記セグメン
トの壁が、前記積層体の長軸の周囲にらせん状にかつ前記長軸の方向に延在し、前記らせ
ん状部分が前記長軸から離れるあらゆる方向に変形することができる、マニピュレータ。
【請求項２】
　前記セグメントを通してその長軸に対して平行に伸びる背骨チャネルをさらに備え、前
記背骨チャネルが、それぞれの前記背骨チャネルが位置合せされて前記積層体に配置され
、前記マニピュレータが、前記セグメントの前記背骨チャネル内に挿入されかつそこを通
り抜けるエラストマーロッドをさらに備える、請求項１に記載のマニピュレータ。
【請求項３】
　前記セグメントが、その内部にその長軸に対して実質的に平行に形成された少なくとも
１つのテンドンガイドチャネルをさらに備え、前記マニピュレータが、前記ガイドチャネ
ルを通る制御テンドンをさらに備え、前記制御テンドンが、起動されると前記積層体に曲
げ力または圧縮力が加えられるのを可能にするように、前記セグメントのうちの少なくと
も１つに取り付けられる、請求項１または２に記載のマニピュレータ。
【請求項４】
　前記セグメントが、内部に形成されかつ前記セグメントの長軸に対して平行に延在する
内腔チャネルをさらに備え、前記セグメントが、前記積層体を通って伸びる内腔チャネル
を提供するように、前記積層体に位置合せして配置される、請求項１～３のいずれか一項
に記載のマニピュレータ。
【請求項５】
　前記らせん状部分を備える前記セグメントが、
　嵌合突起および嵌合リングであって、前記嵌合突起が、前記セグメントの前記嵌合リン
グから反対側の端部に位置し、前記嵌合リングおよび前記嵌合突起が、かかるセグメント
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が前記積層体に配置された時に、１つのかかるセグメントの前記嵌合突起が別のかかるセ
グメントの前記嵌合リング内に受け入れられるように、それぞれ寸法が決められる嵌合突
起および嵌合リングをさらに備える、請求項１～４のいずれか一項に記載のマニピュレー
タ。
【請求項６】
　前記セグメントが、その内部にその長軸に対して実質的に平行に形成された少なくとも
３つ、好ましくは４つのテンドンガイドチャネルを備え、前記マニピュレータが、前記ガ
イドチャネルを通るそれぞれの制御テンドンをさらに備え、前記制御テンドンが、前記制
御テンドンのうちの１つまたは複数が引っ張られると、前記積層体に曲げ力または圧縮力
が加えられるのを可能にするように、前記セグメントのうちの少なくとも１つに取り付け
られる、請求項１～５のいずれか一項に記載のマニピュレータ。
【請求項７】
　前記らせん状部分が、前記積層体の剛性を増大させるように圧縮可能である、請求項１
～６のいずれか一項に記載のマニピュレータ。
【請求項８】
　前記積層体におけるセグメントの大多数がらせん状部分を有する、請求項１～７のいず
れか一項に記載のマニピュレータ。
【請求項９】
　前記積層体における複数のセグメントがらせん状部分を有し、前記複数のセグメントの
うちの１つまたは複数のセグメントの第１サブセットが、右回り方向に回るらせん状部分
を有し、前記複数のセグメントのうちの１つまたは複数のセグメントの第２サブセットが
、左回り方向に回るらせん状部分を有する、請求項１～８のいずれか一項に記載のマニピ
ュレータ。
【請求項１０】
　前記積層体に、右回りおよび左回りに回るらせん状部分を備える実質的に等しい数のセ
グメントがある、請求項９に記載のマニピュレータ。
【請求項１１】
　前記セグメントのうちの少なくともいくつかがねじれ制御テンドンチャネルをさらに備
え、前記ねじれ制御テンドンチャネルが、セグメント内に、前記セグメントの長軸に対し
て平行に但し前記セグメントの長さのそれぞれの部分に沿ってのみ延在する複数のねじれ
制御チャネルから形成され、前記チャネルが、互いにさらに横方向にずれており、前記構
成が、前記ねじれ制御チャネルを通るねじれ制御テンドンをさらに備え、前記ねじれ制御
テンドンが、前記ねじれ制御テンドンに力が加えられると、前記ねじれ制御チャネルが引
っ張られて位置合せされ、それにより前記セグメントの少なくとも一部を少なくとも部分
的に回転させるようなものである、請求項１～１０のいずれか一項に記載のマニピュレー
タ。
【請求項１２】
　操縦可能カテーテルチップである、請求項１～１１のいずれか一項に記載のマニピュレ
ータ。
【請求項１３】
　前記積層体の直径が０．５ｍｍ～３ｍｍであり、各セグメントの長さが１ｍｍ～１００
ｍｍの範囲である、請求項１２に記載のマニピュレータ。
【請求項１４】
　前記カテーテルチップが、磁気共鳴適合材料から作製される、請求項１２または１３に
記載のマニピュレータ。
【請求項１５】
　前記セグメントが、アクリレートポリマーから形成される、請求項１２～１４のいずれ
か一項に記載のマニピュレータ。
【請求項１６】
　前記制御テンドンが、フルオロカーボンストリングから形成される、請求項１２～１５
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のいずれか一項に記載のマニピュレータ。
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